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20022002年年99月：設立月：設立

19121912年年 設立設立 19511951年年 設立設立

JFE JFE ホールディングスホールディングス

JFEJFEグループについてグループについて

現在の体制（現在の体制（2009.42009.4～）～）

ユニバーサル造船（株）

JFEスチール（株）

JFEエンジニアリング（株）

JFE都市開発（株）

川崎マイクロ
エレクトロニクス（株）

JFEホールディングス（株）
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【事業部門】

ｴﾈﾙｷﾞｰ本部ｴﾈﾙｷﾞｰ本部

都市環境本部都市環境本部

ﾘｻｲｸﾙ本部ﾘｻｲｸﾙ本部

鋼構造本部鋼構造本部

産業ｼｽﾃﾑ本部産業ｼｽﾃﾑ本部

新省ｴﾈ空調ｼｽﾃﾑ事業部新省ｴﾈ空調ｼｽﾃﾑ事業部

ﾅﾉｺｱ事業部ﾅﾉｺｱ事業部

【共通技術部】

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

制御技術ｾﾝﾀｰ制御技術ｾﾝﾀｰ

JFEエンジニアリングについて

【研究部門】

技術研究所技術研究所

【新規事業】

ｸﾞﾘｰﾝﾌﾛﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰｸﾞﾘｰﾝﾌﾛﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ

JFEエンジニアリング

ﾘｻｲｸﾙ本部
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ｴﾈﾙｷﾞｰ利用

高温溶融とエネルギー利用技術に
よる廃プラのケミカルリサイクル

（鉄鋼分野）
⇒石炭利用量の削減に貢献

高炉原料 製鋼原料

高炉

製鉄所の強みを生かした
リサイクル事業展開

鉄とエンジニアリングのシナジー

プ
ラ

家
電

建
材

自
動
車

製鉄原料へ（分別・破砕・造粒）資源化

廃プラ

鉄

ｼｭﾚｯﾀﾞｰﾀﾞｽﾄ

非鉄
（Ｃｕ ＡＬ）

木屑

分別

技術 破砕

造粒

（エンジ分野）

鉄鋼製品

製鉄所を中心としたリサイクルの確立
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JFEのリサイクル事業
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資源循環型社会へのこれまでの取組み

96 98 00 02 04 06

法整備

プラ

プラ

ﾍﾟｯﾄ
ﾎﾞﾄﾙ

塩ビ

家電

建廃

容器包装リサイクル法
施行(PET） 施行(プラ、

紙）

家電リサイクル法
施行

建設リサイクル法

廃プラ高炉原料化

廃プラ選別・圧縮・梱包

廃プラボード製造

廃プラパレット製造

容リペットﾎﾞﾄﾙリサイクル

缶ペット選別・圧縮・梱包

塩ビリサイクル

家電リサイクル

建廃リサイクル

施行
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JFEJFEｱｰﾊﾞﾝﾘｻｲｸﾙｱｰﾊﾞﾝﾘｻｲｸﾙ
・家電ﾘｻｲｸﾙ

JFEJFE環境環境
・廃液・汚泥・廃油処理 ・蛍光灯・乾電池・ﾊﾞｯﾃﾘｰﾘｻｲｸﾙ ・固形廃棄物ﾘｻｲｸﾙ

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、高炉原料化） ・RPF製造 ・塩化ﾋﾞﾆﾙﾘｻｲｸﾙ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、

・家電ﾘｻｲｸﾙ

・蛍光灯・乾電池・ﾊﾞｯﾃﾘｰﾘｻｲｸﾙ

リサイクル事業を支えるJFEグループ

ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾘｻｲｸﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾘｻｲｸﾙ
・可燃性廃棄物ﾘｻｲｸﾙ ・食品廃棄物ﾘｻｲｸﾙ

日本ﾘｻｲｸﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
・RDF事業 ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ（使用済みﾌﾟﾗ容器） ・廃木材炭化ﾘｻｲｸﾙ

水島ｴｺﾜｰｸｽ
・可燃性廃棄物ﾘｻｲｸﾙ

福山ﾘｻｲｸﾙ発電
・RDF発電事業

JFEJFEﾌﾟﾗﾘｿｰｽﾌﾟﾗﾘｿｰｽ
・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ（高炉原料化）

新港ﾘｻｲｸﾙ新港ﾘｻｲｸﾙ
・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ（ﾍﾞｰﾙ化・材料ﾘｻｲｸﾙ）

・食品廃棄物ﾘｻｲｸﾙ
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蛍光灯リサイクル（その１）

蛍光灯の収集から再資源化、適正処理まで一貫対応

◆ 蛍光灯を水銀、ガラス、金属に分離し、完全リサイクル
◆ あらゆる蛍光灯に対応

当社の蛍光灯処理量推移
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蛍光灯リサイクル（その２）

蛍光灯の収集から再資源化、適正処理まで一貫対応


